
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

（238） 印度學佛救學研究第 64 巻第 1号　平成 27 年 12月

生死 に流転す る身体
一 Yuktidipikaにお ける輪廻主体考一

近 　藤　隼　人

1， 緒言　 古典サ
ー ン キ ヤ体系で は精神 的存在 プ ル シ ャ （purusa）が本来 い か なる

束縛 を も離 れ て い る と され る 以上 ， 輪廻 主 体 と して リ ン ガ （1inga）や 微 細 身

（sUksmaSarTra ）の 存在 が想 定 され た． こ の リ ン ガ や微細 身につ い て は そ の 構 成な ど

が 必ず しも明 らか に されてい るわけで はな く， その 点は同体系の 大綱 を示す イー

シ ュ ヴ ァ ラ ク リシ ュ ナ著 Sjpakhyahariha（SK）に おい て も同様で あ る．本稿で は リ

ン ガ の 拠 り所 に 言及す る SK 　41 の テキス ト問題 に 解決 を与 える た め，　 SK に 対す る

特異 に して 有益 な注釈書 ｝褫 ’ゴゆ 緬 （m ） を解 読す る ．加 えて ， 適宜他 の 注釈書

との 異同 も交えつ つ Mahahh δrata （MBh ）モ
ー

ク シ ャ ダ ル マ （Moksadharma）部の 検

討 を通 じ， イー シ ュ ヴ ァ ラ ク リシ ュ ナの 真意 の 在処に対 して 肉薄を試み る，

2．SK における輪廻主体　 議論 の 端緒 と して SK の 記述 を検討す るこ とで ，　 YD

解読の 礎石 とする．最初 に リ ン ガ の 様相 を示 す SK 　40−41 を掲 げる ．

リン ガ は太初に生 じ， 妨げられる こ とな く， ［プル シ ャ ご とに］定め られ
， 大 （統覚）に

は じまり （mahadadi ），微細 なるもの に尽 き （sakSmaparyanta ），享受な くして輪廻 し， ［統

覚の コ諸状態 に よ っ て 色づ け られ る， （SK ・40）例え ば ［画布や 壁 な どの ］拠 り所 な くし

て は絵画 もない よ うに，［また］例 えば杭 などなくして は ［その ］影 もない よ うに， リ ン

ガ が特殊態 とい う拠 り所 を離れて （vina 　vilie＄aih ）存立す るこ とはない ． （SK 　41）1）

　こ こ か らは リン ガ に少 な くとも統覚 （buddhi）が含 まれる こ とが理解 され，
“ −adi”

と
“ ・paryanta

”

とに対 し構 成内容の 最初 と最後 とい う意味で 対比 を見出せ ば 「微細

なる もの 」もリ ン ガ を成 す こ とになるが ， その 指示 内容 は判然 と しない ． そ こ で

SK にお け る リ ン ガの 他の 用例 に 目 を転ずる と， 着 目すべ きは SK・20 で ある．　 SK

20 で は プル シ ャ とリ ン ガ とが 結 びつ くこ とで ，非精神 的な る リ ン ガ が精神的 で あ

る か の ようになる とい う．精神性 を帯 び る とい うこ の 点か らすれ ば t リ ン ガ に 統

覚 ・自我意識 （ahamkara ）・マ ナ ス （manas ）が 含まれ る こ とは 予想 される が
，

タ ン

マ
ー

トラ （tanmatra）や元 素 （bhUta） に精神性が付与 され る とは 想定 しがた い ．
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　 そ して ， SK ・41 の
“
vina 　vi 譌 aih

”

に 関 して は
“

vina 　avigeSaih
”

と読 む注釈書 も多

く2）
， リ ン ガ の 拠 り所 た る

“

vi細 a／avi ‘e§a
”

が何 を指す か とい う問題 は解釈上 の 難

題 となっ て い るが， その 解明の 契機 は SK ・38−39 にある と考えられ る 。　 SK　38 で は

タ ン マ ー トラ に
“

aviSe §a
”

， 元素に
“
vigesa

”
とい う別称 が示 され ，

　 SK ・39 で は 「微

細 なる もの 」（sakSma ），「父 母か ら生 じる もの 」（m 甑 p哺 a ）， 「発生 した もの 」（prabhUta）

として 身体 と思 し き三 段 階の
‘‘

vigesa
”

に言 及 され る が， 文脈 上 は
一

連 の
c‘

viSesa ／

avigesa
”

が
一

貫 した意味 で 用 い ら れ て い る と考 え る の が 通 途 の 発想 で あ ろ う． ま

た ， SK ・39の
’‘

saksma
”

は死後消滅す る 「父 母 か ら生 じる もの 」 との 対比 か ら生 死

を超えて 恒常的 に存続す る こ とが 予想 され る が ， そ れ は い うなれ ば輪廻 主体 リ ン

ガ と同 じ位 置づ けを担うもの とい えよう．ただ しそ の場合，
“

vina 　viSe ＄aih
”

の
“

vilie§a
”

が 三 種の
“

vi≦esa
”

を指す とすれば
，

“

sUksma
”

た る リ ン ガが その
；‘
viSesa

”

を拠 り所

とする とは考 えが た く， しか も誕生後の 個 々 の 肉体 を指す と 目され る 「父 母か ら

生 じる もの 」を含む
“

viSesa
”

が リ ン ガ の 拠 り所 とな る と考えるの も困難iで あろ う．

こ こ の
“

viSesa ！avi≦esa
”
が 一 貫 して 「元素／ タ ン マ

ー
トラ」を意味す る と仮定した

場合 t 三 種の
“

viliesa
”

との 整合性 とい う観点か らすれ ば
“
vina 　aviSe ＄aib

”

と読ん で

「タ ン マ ー トラ な くして 」 と理 解す るの が適 当 と考 え られ る ．

3． m の リ ン ガ解釈　 上掲 問題に対 し ｝の は他の 注釈書 に比 して 特異 な解釈 を

示す
3）． それ は （1）

“

mahadEdi 　sUkSmaparyantam
”

の 理解 と， （2）リ ン ガの構成 とい

う二 点に集約され るが ，その 検討 に先立ち
“

vin 互vi鋤 ai阜
”

に対 する YD の 解釈 を示

す． YD で は
“

vina 　vi≦e5aib
”

と読み
‘‘

vilie§a
”

が 身体， と りわ け微細身 と理解 され て

い るが， こ の 点は微細 身の 非存在 を揚言す る ヴ ィ ン デ ィ ヤ ヴ ァ
ー

シ ン の 議論 に お

い て 輪廻 が
“

viSesa
”

を伴わ な い （nirvi ≦e§a）と示 され る こ とか ら も推知 され る 4）．

アD で は輪廻が
“

vi≦esa
”

を伴 う （savigesa）の か否か とい う先師間の 見解 の 相違 に言

及 され て お り，
こ の 論点が古来 よ り俎 上 に載せ られ て きた こ とが窺 い 知れ る．

3．1。‘‘

mahadndi 　sak 爭maparyantam
，，
　 YD は SK 　40 の

“

mahad 亘disUkSmaparyantam”

全体 を複合語 と して 捉 えず に
“

mahadadi
”

と
“

sakSmaparyantam
”

とに分 け ， リ ン ガ

は 「大 に は じまる もの 」 に して 「微細 な る もの に尽 きる」 と解 して い る． 後者に

つ い て YD は 「他 の タ ッ トヴ ァ （tattva） に対す る 否定 を述べ て い る」 とい うが
5）
，

こ れ は リン ガ の 構成要素が微細 なる タ ッ トヴ ァ に限 られ る とい うこ とを意味 して

い る．他 の 注釈書 は概ね 「大 に は じま り微細 な る もの に終わ る」 とい う複合語 と

み な し， リ ン ガ の 構 成要素 と して は十 三 器官 に加え て タ ン マ ー トラ （
“
sUksma

”
） を

含 む とい う理解を示す． そ れ に対 して YD は
“

sUksma
”

をタ ン マ
ー

トラ と解する こ
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とな く， リ ン ガ の構 成要素に対する要件 を成 す と考えて い る．

3．2．リ ン ガ の 構成要素　 リ ン ガが
“

viSesa
”

（微細 身） を拠 り所 とする 以上 ， 少 な

くとも両者は異なる タ ッ トヴァ か ら構成 される こ とに なる．輪廻主 体 と して 動 き

を伴 う以上 ， 遍在するプ ル シ ャ とプ ラ ク リテ ィ （pra  i）が そ の 構成要素 となる と

は 考 えが た い ． YD は リ ン ガ を形 容す る 「大 に は じ まる もの 」 を八 プ ラ
ー

ナ

（prapastaka） と理解 して い る が ， それ は
“

pur
’

，

‘‘
vac

”

，

“

manas
”

，
五 風 （prarpa，　apana ，

samana ，　udatia ，　vydna） を指すとい う6）， こ の 前三 者 につ い て
“

pur
”

は統覚にあ る 〈自

我 意 識 の 状 態 に 対す る 意識 〉（aharnlcaravasthasamvid ） を指 し ，

“

vac
”

は 行 為 器

官 ，

“

manas
”

は知覚器官を指す とみ な して い る 7）． こ の
“

pur
”

の解釈は要 を得ない

が ，SK 　40 の 「大 （統覚）に は じまる もの 」か ら リ ン ガ に統覚が含まれ る こ とに異

論の 余地 は なか ろ う．
一

方 ， 自我意 識 や マ ナ ス とい っ た他の 内官が リ ン ガ に 含 ま

れ る の か 否 か は 判然 と しない が ， YD で は 内官 と知覚器官が 微細 で あ る と明言 さ

れ て い るた め
8）

， そ れ らは 上 で み た 「微細」 とい うリ ン ガ の 構 成要件 を満た して

い る こ とに なる ．加えて胎児の 誕生過程 におい て 最初に
“
asmi

”

とい う意識が 入 り

込む とい う点は ， リン ガ に 自我意識が含 まれる こ とを推知 させ る 9）． また ， マ ナ

ス に 関 して は 明言 され ない もの の ， マ ナス を欠 い て は 対象認識 も達成 され えず，

しか もそれ が死後や 受胎後 に もた らされ る とは考えが た い ため ，
マ ナ ス をリン ガ

か ら排除すべ き特段の 根拠は見出せ ない ． 以上 よ り， 三 内官が リ ン ガ の
一 要素を

成す と考えて も大過 は なか ろ う． また ， こ の 「微細」 とい うリ ン ガ の 条件 に照 ら

して ， 行為器官 も微細 と考 え られ て い たの で あ ろ うか ． 内官 と知覚器官を微細 と

す る根拠 と して YD は， そ れ らが微細で あ るが故 にその 説示 は作用 の 説示 を もっ

て代 える とす る． そ の 前提か らすれ ば
， 行為器官 も内官 （εκ 23，24，　27）や知覚器

官 （Sκ・28ab） と同様 に SK 　28cd にお い て そ の 作用が 述べ られ る 以上 ， 同 じ く微細

で あ る と考え られ る． そ して 五 風 も微細 と考え られ るた め ， 五 風 お よび十三 器官

が八 プ ラ
ー ナ として リ ン ガを成 す こ とになろ う． 無論 ヨ ー ガ 行者等にの み認識 さ

れ る タ ン マ ー トラの よ うな例外 も生 じ る た め 1°）
，微細で あ れ ばす べ て リ ン ガ に 含

まれ る とい うわ けで は な く，
“

sakSmaparyanta
”

は あ くまで リ ン ガの 必 要条件 にす ぎ

ない と解 され うる． そ して この 八 プ ラ ーナ は微細身に分 立す る とされ ω
，微細 身

は入 プ ラ
ー

ナ の 担持者 とな るた め 12）， そ れ は 十三 器官以 外の タ ッ トヴ ァ で プ ル

シ ャ とプ ラ ク リテ ィ を除 い た もの
， す なわ ち タ ン マ ー トラ ない し元素か ら構 成 さ

れ る こ とが 理解 され る ． 器官が 微細 身に含 まれ ない とい う点は ， 微細身に関する

諸学匠の 見解の 中で 微細身が器官を特定の 場へ と至 ら しめ る旨の 記述がみ られ る

一 285一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

生死 に流転す る身体 （近　藤） （241）

こ とか ら も確証 され る 13）．さ らに また
， 大元素か ら成 る粗大 なる 身体は六 鞘 （毛 ・

血 ・肉 ・骨 ・腱 ・精液）か ら成 る （＄fitkauSika）とされ て い るが，そ もそ も六鞘が 「鞘」

（k・≦a ） と称 さ れ る の は そ れ が 「［八 コ プ ラ ー
ナ を 伴 う微細 身」（sUksmdSartrarp

sap   am ）を包み込む （avestana）か らで ある とい う14）． したが っ て，微細 身の 構成

要素 に 元素が含 まれ る とは考 えが た い た め ， 微細 身は タ ン マ
ー

トラ に よ っ て 構成

され る もの と推知 され る．以 上 の YD を検討す る 限 りで は，　 SK 　41 の
“

viSesa
”

は タ

ン マ ー トラ ない しタ ン マ ー トラ か ら成 る 身体 を指 し て い た と結論づ け られ る ．

4．
“ viSesa ”

の 意味内容　 以上 の ように YD は
“

vi ≦esa
”

を タ ン マ ー トラ と解 して

い たが ， それで は SK の 用語法 に
一

貫性 を欠 くこ と となる ．　 SK の 権威保持 を金科

玉 条 とす る YD に して み れ ば
“

vina 　aviSesaib
”

と読む こ とで
一

貫性 は保 た れ る はず

で あ る， 実際に ＆勿 物 α5卯 ’α”堕 ” な どの 注釈書六 本 は
“

vina 　avigesaih
”

と読み ，

タ ン マ ー トラ と解 して い る ． しか しなが ら， 輪廻 は
“

viSesa
”

を伴 うの か否か とい

う古 来の 論題 が 示 す よ うに ， 古説 に通 じた YD と して は
“

viSesa
”

が SK 以前か らの

伝統 的術語 で ある と認知 して い た か らこ そ
“

vin5 　vigesaib
” と読ん だ とも想定され

る． こ の 術語 と して の
“
vi≦e§a

”
は，　 SK 以前の 成立 と 目される MBh 第 12 巻モ ー

ク

シ ャ ダ ル マ 部 に も顕著 に認 め られ る． モ ー ク シ ャ ダル マ に は 厂タ ン マ ー トラ」 と

い う語こ そみ られ ない もの の ， 音声 ・感触 ・色 ・味 ・匂い とい うタ ンマ ー トラ と

同 じ組成 を指 して
“

viSesa
”

と称 され て い る
15＞． しか もそれ らは元素か らの 展開物

とされ ，展 開系列 の最後 に位置す る元 素の 特性 （g叫 a） として理解 されて い る 16）．

また ， こ の
c‘
viSesa

”
と輪廻 との 関連 は判然 と しない が ， 輪廻主 体 に 関 して 一例 を

挙 げれ ば，個我 （≦aririn ）は 死後五 元素 に入 る と， 聴覚器官 な どが 五 種 の 元 素の 特

性 に依拠 する とい う （MBh 　12。195．1g）． 五風 の 位置づ け こ そ不 明確で はあ るが 17）
，

こ の 記述 か らは器 官が タ ン マ ー トラ を拠 り所 と して 輪廻す る とい う上 の 見解 との

類似性 も看取 され る．

5． 結語　 γD を読み解 く限 りで は，五風 お よび十三器官が リ ン ガ と して
“

vi≦esa
”

す な わ ち タ ン マ ー トラ （微細 身） を拠 り所 と して 輪廻す る とい う構図が想定 され

る．こ の
“

viSesa
”

解釈は SK の 用語法に反す る可能性こ そあれ，輪廻 に
“

vi≦e＄a
”

が

伴うの か 否か とい う古来の 論題 お よ びモ ー ク シ ャ ダ ル マ にお け る
“

vi ≦e 爭a
”

の 用

法か らも確証され ，

“

viSesa
”

は音声な どを指す伝統的術語で あっ た こ とが窺い 知れ

る．そ の 場合，SK にお ける用語 の
一

貫 性 とい う観点か らす れ ば
“

vinE 　aviSesaib
”

と

の 読み が 至 当 と考 え られ るが ， 元 来 は
“

vina 　vi≦esaih
”

で あ っ た可 能性が あ る． こ

れ は SK が 既存の 表現 を借用 した とい う可能性 を示唆す る もの で もあ る． 以 上 の
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（242） 生死 に流転する 身体 （近　藤）

考察か らは初期サ
ー

ン キ ヤ思想が異説 を は らみつ つ 輪廻 主体論 を展開 させ て きた

点が 浮 き彫 りとな り， さ らに その 中で YD の 有する資料的価値が 再確認 され た．

1）SK の テ キス トは YD （fuktidrpiha，
　ed，　Albrecht　Wezler　and 　Shujun　Motegi，　voL 　l，Alt− und

neu −indische・Studien・44 ［StUttgart：Franz　Steiner　Verlag
，
1998］）所収の もの に拠 っ た．

2）中村 1982， 356等参照．　　　 3）以下 YD 以外の 注釈書の 解釈 に つ い て は中村 1982
，

355−56 等参照．　　　 4）VD 　ad 　SK 　39 （230，6−8）．また Yl）ad ・SK ・41 （231．14
− 17）も参照 の こ

と． こ こ の
“

upalabheta
”

は全 写 本お よび 旧版 に従 っ て
“

upalabhyeta
”

へ と修正 を 要す

る．　　　　 5）yD　ad　SK　40（230．21−22）：sabkSmapaiyantam 　iti　tattvantarapratisedham　ahaitavad

eva 　n 巨to　
’
nyad 　iti．　　　　6）　夏 ）ad 　SK　40 （230．20−21）： mahad δdrty　anena 　prap巨§taka卑 prati一

麗 hp巨ti ＜pilr　vah 　manah ＞ pr5padyft9　ca 　pafica　vayava 　iti．　Chakravarti　1951
，
　esp ．269n2 ；茂木

1978 等参 照 ．　　　 7）】の ad 　SK 　29 （208．27 − 209．13），　Chakravarti　l　951
，
269− 70 等参

照 ．　　　 8） YD 　ad 　SK 　29 （205．12− 22）．　　 9） YD 　ad 　SK 　29 （20426 − 205．2）．な

お ，
“
＜c5bhi ＞vyak 臥 ？）

” とい う読み は 文脈上感官が 未発動の 状 態が望 ま しい ため ．全写本

の 読み
“

caiva 　hy　avyakta
”

が 適当と考 え られ る．　　 10）YD　ad 　SK 　5（77．1）．　　 11）YD

ad　SK 　40 （230，27 −28）： tats亘marthyEt 　sarvatr 巨pratihata卑 praO礁 aka 阻 srtk寧maSarire
’

vasth 珈 a−

gamanamtitraphale　Vyavasthitam，　　　 12）辺）ad 　SK　39（228．4）：tatra∫虜趣用 δ nama 　ce 頭 ≦ritalp

prarp5Stakarp　sarphara ＜nti ＞ ．（こ れ ら ［三種コの うち 「微 細 な る もの 」は，行為に依拠する

八 プラーナを保持する （［母胎へ と］導 く）．）末尾 の
ccsaiphara

〈nti＞
”

は現行 の
“
sarpsarati

”

を修訂 した もの で ある ．男性複数形の
“

saksmab
”
（SK ・39）とは数が 一

致せ ず， しか も文脈

．ヒ八 プ ラーナ は微細 身と相異 な る もの で あ り，
“

pr5rpfistakam
”

と同格で 理 解する こ とは困

難で ある．そ の ため ，D 写本 （5，ll）に よる修正
“

samharati
”

を活用 して微細身が八 プラー

ナ を 「保持 す る 」 な い し 「［母胎 へ と ］導 く」 と理解 し た．　　　 13） YD 　ad 　SK 　39

（230．1− 2）： p＜ a＞taiijales　 tu　 sUk §maSarTra 阻 〈 §atsiddhikSaye （？）＞ pUrvam　indriya口i　bijadeSam

nayati ．← 方，パ タン ジャ リに よれ ば，微細身は六成就の 時期が終わ る と最初に 感官を種

の あ る場へ と導 く．）　　　 14）Yl） ad 　SK 　39 （228．4− 10），　　 15）StrauB　1913， 265 参

照 ．　　　 16） The　Mahnbh ∂rata
，
　vols ，15− 16

，
7地 命頗 ρα rv 砌

，
　part　3，

　MokSadharma
，
　ed ．

Shripad　kishna 　Belvalkar （Poona： Bhandarkar　Oriental　Research　InstitUte，
1954）12，224．35−

38，　　 17）MBh 　12．206．17では五風が 胎児の 身体 を維持する と表明 されて い る．
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〈キ
ー

ワ
ー ド＞ 1inga，　 sak §maSarira ， 微細身，　 praOa蜘 ka，　 vi≦eSa ，　 MokSadharma

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京大学大学 院）

一 283一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


